
令和 4 年度当初予算知事審査における主要な議論 

（県土整備部） 

■ 公共事業（B1～B56）

知 事 街路事業が大幅に減額しているのはなぜか。 

担当部局 吉川橋が完成したことによるもの。橋りょう事業全体とし

ては、街路事業の減額分が道路事業に振り替わっているた

め、予算規模は変わっていない。 

知 事 昨年度の補正で計上し今年度に繰り越した「防災・減災、

国土強靭化のための５か年加速化対策」関連の予算で、執

行できなかった工事はあるか。 

担当部局 入札不調になった案件については再入札をかける等、未執

行をなくすよう努力しており、順調に執行できている。 

知 事 水辺 de カーボンニュートラルについて、県と民間事業者の

役割分担はどのようになっているのか。 

担当部局 県は河川の取水・排水施設を整備し、民間事業者は発電施

設や導水管を整備する。また、発電施設の管理は民間事業

者が行う。 



内線

説明事業

－県土整備部・B1～B56－

B1～
B56

公共事業（県土整備部）

目

1,072,770

道路法、河川法等

款 項
道路橋りょ

う費等
公共事業（県土整備部） 一般会

計

県土整備政策課等
令和 4年度予算見積調書

道路橋りょう
総務費等

番号 事業名 会計

担当名

課室名

５　事業説明１　事業概要

（１）道路・街路事業 61,459,028千円

（２）河川事業 29,722,182千円

(単位：千円)

土木費

　(県10/10)　等

２　事業主体及び負担区分

事 業
期 間

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

３　地方財政措置の状況

　公共事業等債　等
　充当率90％（通常分50％　財対分40％）
　交付税措置　財対分50％

宣言項目根 拠
法 令 分野施策

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金 分担金・負担金 繰入金 諸 収 入 県　債

決定額 91,181,210 12,860,831 1,253,395 100,000 1,248,649

前年額 90,108,440 12,308,356 1,400,193 1,579,862

（重点的な取組）
ア 埼玉版流域治水対策の推進 14,026,404千円

ハード整備によって「防災力」を高めるとともに、ソフト対策によって「減災力」も高める施策を進め、
あらゆる関係者と協働した「流域治水」を推進する。

イ　子どもの命を守る通学路緊急対策　　　80,000千円
県管理道路における通学路の要対策箇所について、ガードレール等による早期に効果が発現できる安全対策を

実施する。
ウ 川の再生推進費（拡充）　　　　　　　87,917千円

良好な河川環境の維持と地域の活性化のため、河川・砂防施設等を活用した小水力発電を進める市町村・民間
事業者等を支援する。

61,994,000 12,826,029

63,664,000 12,054,335

増減額 ( 伸び率 % )

61,459,028 60,662,581 796,447 ( 1.3 )

16,895,957 15,822,349 1,073,608 ( 6.8 )

38,563,071 38,840,232 △ 277,161 ( △ 0.7 )

6,000,000 6,000,000 0 ( 0.0 )

29,722,182 29,445,859 276,323 ( 0.9 )

8,870,301 9,070,331 △ 200,030 ( △ 2.2 )

15,668,881 15,189,528 479,353 ( 3.2 )

5,183,000 5,186,000 △ 3,000 ( △ 0.1 )

91,181,210 90,108,440 1,072,770 ( 1.2 )

79,998,210 78,922,440 1,075,770 ( 1.4 )

25,766,258 24,892,680 873,578 ( 3.5 )

54,231,952 54,029,760 202,192 ( 0.4 )

11,183,000 11,186,000 △ 3,000 ( △ 0.0 )

国 庫 補 助

（単位：千円）

区　　分
令和４年度
要求額

令和３年度
当初予算額

対前年度比較

道 路 ・ 街 路

国 庫 補 助

県 単 独

直 轄 負 担 金

河 川

直 轄 負 担 金

県 単 独

直 轄 負 担 金

合 計

（ 直 轄 除 く ）

国 庫 補 助

県 単 独




